
 

                        

 

Tunable+ Suspension Kit
ﾁｭｰﾅﾌﾞﾙ＋ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｷｯﾄ No. ＭＢＡ７９５０ 

取扱説明書 

 

 

この度は、オートエクゼ チューナブル＋サスペンションキット をお買い求めいただき誠にありがとうございます。本書は、当製品を車両に組付け
る前に行う作業、組付ける時の注意点が記載してあります。作業を行う前に必ずご一読いただき、お取付けの際には本書に従って作業を進め
ていただくようお願いいたします。また作業終了時には本書を必ずお客様にお渡しください。 

 

 
適合車種  マツダスピードアクセラ （ＢＬ３ＦＷ／ＢＫ３Ｐ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■はじめに 
１） 当製品は、本書に記載されている適合車種以外には取付けしないでください。 
２） ご使用時には本書を必ず携帯し、安全にご使用ください。また本製品を譲渡する場合も、本書を一緒にお渡しください。 
３） 初期不良品を除き、取付け後のクレームには一切応じかねますので予めご了承ください。また、車体に改造が施されていたり、純正ではな

い部品が取付けられていたりした場合、または日常点検を怠ったために発生した事故などについては、当社は一切の責任を負いません。 
４） 本製品到着後はすぐに開封いただき、本書に記載されている内容物がすべて揃っているかを必ずご確認ください。 
５） 本製品の改造、加工は製品の破損や事故につながる恐れがありますので、絶対に行わないでください。 
６） ショックアブソーバー本体には高圧窒素ガスが封入されています。分解したり、高温の場所に置いたり、火中に投じたりすると爆発する恐れ

がありますので絶対に行わないでください。 
７） 本製品を落としたり、ピストンロッドを傷つけないよう、取扱いは十分に注意してください。 

■作業者の方へ 
１） 当製品の取付けに関しては、法律に定める自動車分解整備の項目に該当するものではありませんが、作業者の方は自動車整備を専門に  

３年以上経験をされている方、または当該経験者の監督下で作業が可能な方を原則とします。 
２） 取付け作業はリフトやリジットラックを使用して、車両を確実に固定してから行ってください。ジャッキのみでの取付け作業は危険ですので、

絶対に行わないでください。 
３） 取付前には各調整機構部の締付けトルクチェックを必ず行ってください。これを怠ると各部に緩みが発生し重大な事故につながる恐れが

あります。 
４） 本製品の取付けは、必ず１台分セットで行ってください。どちらか一方のみを取付けすると、車両バランスを大きく崩し重大な事故に  

つながる恐れがあります。 
５） 純正部品の取外し・取付け作業は、マツダ㈱発行の整備書を参考に作業を行ってください。取付け作業に適した作業場所および服装で 

あること。また必要に応じて保護眼鏡、保護手袋などを着用してください。 
６） エンジンやサスペンション周辺部品が完全に冷えていることを確認してから、取付け作業を開始してください。 
７） 車体に不具合または製品取付け部位に改造が施されてないかを事前に確認していください。 

■取付作業後の点検 

１） 取付け部の位置ずれや緩み、また、各調整機構部の緩みやガタがないことを必ず確認して下さい。 
２） ショックアブソーバー本体、ブレーキホースやＡＢＳセンサーハーネスなどが他の部品と干渉していないかを、ステアリングの据え切りや  

サスペンションの伸縮などを行いながら十分にご確認ください。また、走行前にブレーキの制動力に異常がないかを必ず確認してください。

３） 当製品を取付けることにより標準車より車高が下がります。必ずホイールアライメントとヘッドライトの光軸を調整して下さい。 
４） 長期に良いコンディションでお使いいただくため、ナラシ運転（急激な操作を避けた街乗り走行）を１００ｋｍ程度行ってください。 

■ご使用になる前に 

１） 運転中に異常な振動、異音などを感じたら直ちに安全な場所に停車し、整備工場にて点検を行ってください。そのまま走行を続けますと、

車両の破損や重大な事故につながる恐れがあります。 
２） 当製品を装着すると走行特性が大きく変わります。車両の動きに慣れるまでは、無理のない運転を行ってください。 
３） 道路運送車両の保安基準に合致させるため、最低地上高を９０ｍｍ以上必ず確保し、スプリングが遊ばない位置に各調整機構を設定し

てください。この条件を満たしていない場合は、整備不良として法律により処罰されますので、十分にご注意ください。 
４） 本製品は走行性能を向上させるため、純正品と比較して乗り心地が変化したり、作動音（ショックアブソーバーのシュッシュッ音、キュー  

キュー音、コトコト音）が発生したりする場合がございますが、機能上問題はありません。 

■オーバーホール、メインテナンス 

１） 当製品はオーバーホールが可能です。長くご愛用いただくために、日常の点検と、３０，０００ｋｍ走行毎のオーバーホールによるメインテ 

ナンスをお勧めいたします。 

 

２） 安全にご使用いただくため、取付け部の締付け具合、各部の損傷、オイル漏れの確認など、日常の点検を実施し、不具合が見つかった 

場合は、速やかに販売店にご相談ください。 
３） 調整ネジ部は錆つき防止のため、定期的にクリーニングしてください。 

本製品のフロントスタビライザーリンク取付けブラケットの位置は、車高ダウンを想定した適正位置にすでに変更してあり  
ます。よって、フロント側に関しては、弊社販売のアジャスタブルスタビライザーリンクを取付けする必要はありません。 
なお、アジャスタブルスタビライザーリンクと同時装着される場合は、２重補正となってしまいますので、アジャスタブルスタビ
ライザーリンクの長さは、

 
純正スタビリンクと同じ長さにして取付けを行ってください。 
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株式会社オートエクゼ
〒135-0051　東京都江東区枝川2-15-8
TEL 03-6458-7251　FAX 03-6458-7261



フロント構成部品 

№ 名称 仕様 数 № 名称 仕様 数

① ダンパーカートリッジ ｽﾁｰﾙ製ｸﾛｰﾑ&WPC 処理 2 ⑧ 減衰力調整ノブ ASSY ｱﾙﾐ製 ﾌﾞﾗｯｸｱﾙﾏｲﾄ処理 2 

② ボトムケース ｽﾁｰﾙ製 ｶﾁｵﾝﾌﾞﾗｯｸ処理 2 ⑨ Ｕナット M12×1.25 2 

③ リングナット ｱﾙﾐ製 ﾚｯﾄﾞｱﾙﾏｲﾄ処理 2 ⑩ ワッシャー M12 2 

④ アウターケース ｽﾁｰﾙ製 ｶﾁｵﾝﾌﾞﾗｯｸ処理 2 ⑪ フロントスプリング φ110-93 L215 K10kg/mm 2 

⑤ スプリングロアシート ｱﾙﾐ製 ﾚｯﾄﾞｱﾙﾏｲﾄ処理 2     

⑥ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｼｰﾄﾗﾊﾞｰ,ﾊｯﾄ ﾗﾊﾞｰ製 2     

⑦ スライドマテリアル ﾃﾌﾛﾝ製 4     

 

リア構成部品 

№ 名称 仕様 数 № 名称 仕様 数

① ショックアブソーバー ｽﾁｰﾙ製 ｶﾁｵﾝﾌﾞﾗｯｸ処理 2 ⑧ リアスプリング φ108.5 L220 K4kg/mm 2 

② ボトムケース ｽﾁｰﾙ製 ｶﾁｵﾝﾌﾞﾗｯｸ処理 2 ⑨ アジャスターASSY ｽﾁｰﾙ製ﾎﾞﾃﾞｨ+ｱﾙﾐ製ｼｰﾄ 2 

③ リングナット ｱﾙﾐ製 ﾚｯﾄﾞｱﾙﾏｲﾄ処理 2 ⑩ ボトムカラー （BL 系用） ｽﾁｰﾙ製 ｶﾁｵﾝﾌﾞﾗｯｸ処理 4 

④ バンプラバー ｳﾚﾀﾝ製 2 ⑪ ボトムカラー （BK 系用） ｽﾁｰﾙ製 ｶﾁｵﾝﾌﾞﾗｯｸ処理 4 

⑤ ダストブーツ  2     

⑥ 減衰力調整ノブ ASSY ｱﾙﾐ製 ﾌﾞﾗｯｸｱﾙﾏｲﾄ処理 2     

⑦ フランジナット M8×1.25 2     
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付属品 

№ 名称 仕様 数 № 名称 仕様 数

① ロッキングレンチ リアリングナット締付け用 2     

② ロッキングレンチ フロントリングナット締付け用 2     

③ 一体型車高調整レンチ 車高調整用 1     

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②

③ 

① 

フロント 
純正ショックアブソーバーASSY を分解し、※印の部品を 
取出します。 

リア 

ラバー 
※マウンティング

※ベアリング 

※アッパーマウント

 

純正ショックアブソーバーASSY を分解し、※印の部品を 
取出します。 

事前準備 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フロント  
UP スプリングシートの向きおよび次ページのスプリング取付時
の留意点に注意しながらダンパーユニットを組立てます。 
※印は純正部品を示します。 

⑦フランジナット 

※アッパーマウント 

リアショックアブソーバー

減 衰 力 調
整ノブと平
行に取付け

フランジナット締付トルク １９．６～２４．５Ｎ・ｍＵナット締付トルク ５６．９～７６．４Ｎ・ｍ 

マウンティングラバーの突起と 

ベアリングの突起を 

ボトムケース裏側の突起と合わせる

⑦スライド 

マテリアル 

2 枚 

⑨Ｕナット 

マウンティング

ラバー／ 

ベアリング 

⑩ワッシャー 

⑪フロント 

スプリング 

スプリング 
シートの 

向きに注意

スプリング
の巻始め
が正面を
向 く よ う
に取付け
ます。

UP スプリングシートの向きおよび次ページのスプリング取付時
の留意点に注意しながらダンパーユニットを組立てます。 
※印は純正部品を示します。 

リア 

ユニットアッセンブリー作業 



 
 
 

取付時の留意点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【フロント】                                 【リア】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
車高調整とは、ルーフトップでの全体車高（車検での基準点）の変化と、前後バランス変化の２つがあります。チューナブル+サスペン

ションキットでは、走行テストを重ね全体の車高と前後バランスの推奨値を設定しておりますので、車高の調整は、推奨車高での  

操縦性を十分に確認してから、前後バランスの調整をメインに行うことをお奨めします。出荷時には推奨車高になるようにセットされ

ておりますが、各車両の条件や量産誤差により数値が前後する場合があります。この場合は、実車測定値から推奨車高にセットする

ことをお奨めします。 

 
 

プリロードは、ダンパーストロークの確保やバネ反力低減のから、スプリングがスプリングロアシートにタッチする程度 （フロント３㎜／ 

リア１０㎜）で設定されています。定期的に点検を実施し、プリロードが確保されていない場合は調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車高調整とは 

ユニット装着作業 

下記の留意点に注意しながら、純正ショックアブソーバーと取付けと同様の手順で、組立てた前後のショックアブソーバーユニッ

トを車両に取付けします。 

【ショックユニット取付時の留意点】 

●リアショックユニット下側取付部には、 

【ＢＬ３ＦＷ】 ⑩ボトムカラー 

【ＢＫ３Ｐ】  ⑪ボトムカラー 

を忘れずに取付けすること。 
ボトムカラー ボトムカラー

プリロード（初期荷重）の設定および調整 

 

［フロント］

付属の③車高調整レンチでロックボルトを緩め、ロアシートを回し
てプリロードを調整します。 

 付属のロッキングレンチを使用してプリロードを調整します。調整
する際はあらかじめボトムケースが固定されているアーム類から
取り外す必要があります。また、ボトムケースとダンパー本体のカ
ミシロは１０㎜以上確保してください。 

［リ  ア］ 

リアスプリングラバーシートの

斜線部をカッター等で切断

し、⑩アジャスターの上に装着

します。 

スプリングの巻始めが、アッパーシートの一番
低い部分に来るように取付けします。 

※ＢＫ３Ｐに取付けす

る場合は、アジャス

ターの寸法を５０ｍ

ｍに変更しておきま

す。 

５０㎜ 



 
 
 

車高の設定及び調整 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
３５０mm

純正比-２５mm

フロント  
３４０mm

純正比-２５mm

リア 
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推奨車高数値 

 

［リ  ア］ 

③Ｌ型レンチでロックボルトを緩めロアシートを回し
て車高を調整します。 
アジャスターとスプリングシートのカミシロは、最低
１０㎜以上を必ず確保してください。 

 ②ロッキングレンチを使用してボトムケースのリン
グナットを緩めます。車高の調整は、ナックル側の
ダンパー固定ボルトを緩め、この部分の差込み代
を変更して調整します。調整後、ボトムケースの位
置を合わせ、リングナットを本締めします。 

［フロント］ 

 
 
 
減衰力調整 

チューナブル+サスペンションキットでは、調整式ショックアブソーバーの機能を利用して減衰力調整で車の操縦性を変化させることが

できます。一般的なバネの反発力を抑えるための減衰力設定という考え方ではなく、ショックアブソーバーの強さで積極的に車両姿

勢をコントロール思想で減衰力がセッティングされています。したがってスプリングを変更することなく、幅広い使用用途に対応するこ

とができます。 
 

 
 
 
 
 
 
 

■推奨減衰力 （最強からの戻し数） 

 フロント フロントの減衰調整は、ステアリング
をどちらかいっぱいに切り、ショック 
アブソーバー底部にある調整ノブで
調整します。 

弱

強 

リア 

ストリート １０ １０ 

アジャスターを強くする方向いっぱいに締め込
んだ状態が最強になります。この時、軽く締め
込んで下さい。締め込み過ぎると内部パーツ
が破損し調整できなくなる恐れがあります。 
※最弱は最強から２０クリック戻した状態に
なります。 

強

リアの減衰調整は、リアショック上部
にある調整ノブで調整します。 

弱

 

 

 

 


